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第１回　岳の公開バスハイク（天生湿原）　 無事終了いたしました。

５月３１日（日）、時おり小雨のパラつくあいにくのお天気でしたが、
それがかえって、湿原の草花の色や幻想的な原生林の姿を、いっ
そう際立たせてくれました。
休憩タイムには、「あかね珈琲店」さんから提供していただいた淹
れたてのドリップコーヒーを楽しみました。
多人数（４１名）の参加者でしたので、現地下見を含め当日のリー
ダースタッフとして、「春日井峠の会」有志の方にご協力をいただき
事故もなく実施することができました。
次回の公開ハイクの予定を聞かれた方も見えましたが、当面は年　　　　ハイク終了後天生峠にて

１回を予定しています。またぜひ参加してくださいネ。

　　みんなお花に夢中 　　　水彩画の水川先生も参加　　　　　幻想的な世界が広がります　　　　　　　　休憩タイム　　　

天生（あもう）湿原の花 写真提供　　陽さん

  　 エンレイソウ 　　　　　　ツバメオモト 　オオカメノキ 　　　サンカヨウ

　　エンレイソウの花 　　ニリンソウ

　　　リュウキンカ 　　　　　ミツバオーレン 　ミズバショウ 　ショウジョウバカマ

岳つうしん



投稿コーナー

ＧＷの西穂高 峠のクマ

去年に続いて西穂高山荘は、雪が少なくびっくりしてしまった。春山の季節に黒々とした岩稜
はいやだ。やはり、しろのせかいに山への思いが広がる。
丸山を過ぎて雪稜の歩行、独標の黒々した岩肌、ピラミッドピーク手前の雷鳥の出現、そして
雪の岩稜帯、西穂山頂直下の下山時の大渋滞。
雪が少ないとは言え、春の西穂はどの場面も気を抜くことができず、３人とも十分に春の山を
堪能することができた。

　　　西穂頂上 槍ヶ岳を望む

　　春の雷鳥です

うどんお遍路のたび ＫＩＪＩＭＡ　さん

昨年は単身四国に渡り、９軒うどん屋をハシゴし、ついでに石鎚山に登ってエライ目したＫＩＪＩＭＡ
氏、懲りもせず今年は弟子（？）を連れて、再びうどんお遍路のたび。
今回は剣山と奥祖谷に行ってまいりました。

￥２７０コース ￥４２０コース

一日七店巡りました。＝　満腹です　＝　三日間で１２店完食　＝

　　　　剣山頂上 奥祖谷かづら橋

お知らせ

ふたりの手しごと展　　開催中（６月３０日まで）

暮らしがちょっと　　

楽しくなる Silo＋Suzuki




